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序 説
昭J.<f]4 0年度の全国小学校学力調査は，社会$'よび瑳科の 2教科につ・ρて ，第 5学年なよび第 6学年














との研究は ， 全国小学習E学力調査の結来。亡関して))祈的に研究 し ，その成乗を，教育課程や学~指導
の改善vc活用しようとするねらいをもっているりそのねらいを ，さらFζ具体的にいえば，tJzのよ う托念
ゐ。
込 問題を解決するために必主~1i.知識 ・ 若手\M ・ 3支1i'157まどの様態を具体的に把燦ナる。
b 問題を総決する逃程を分析し ，そのi昼夜にま歩ける児童のつまずきや思考の様態をさぐゐ。
。問題と，問題のねらいについて検討し ，学力調呈まにあらわれた児蛍の学力C質を吟味する。









であるので，各教科とも研究対象を指導内容のーか!J_lfまたはー領域念 どの謝金尚泌氏 しrまって ，密
度の高v"¥lt)f究ができゐようにしたe










ア応答謁査 イ 診析的問題による調査 ク付帝謁査
を用いる。






























応答謁ままの結集だけ?がらでは，その問題を解〈ための知識 ・理解 ・技能などの様態ゃ ，思考過穏
や，つまずきの原因な どがはっき りしないととが多い。そとで ，それらがよくわかるような問題を
作って ，児itllfC解かせ ，その応答を分析したのである。
分析的問題を ，そのねらいによって牙婚すると ，次のように走るρ





























伎の第 5 ・6学年各 1学級の児童を調査対象児童にした。
(6)研究の日程
① 研究計画の作成 ー ・ー ・ . . ，. ， . .・ …・ … ・ー 4 0年5月- 6月
② 応答調査の笑施とまとめ ・・一一・・… … .....一 6月- 7月
③ 各教科の研究内容の決定 ・・・・…・・ ・・・.......…・… 6月- 7月
@分析的問題の作成 一 1 ・H ・....・H ・..…・ ー 7月-9月
@ 分析的問題による調査の実施とまとめ ・ ・・・ー …・・… 9月-1 0月
@ 付帯識査の実施とまとめ 一一・ー 一……・・ ー ・ー …・ー 1 0月- 1 1月
① 研究のまとめ ， . ...… -… …..・H ・-… ・ー -…... ー・ー・ 1 1月- 4 1年 2月
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